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研究成果の概要（和文）：日本におけるブドウウイルスの罹患状況の調査を圃場、苗木業者を対象に行った。コ
ロナ禍で現地訪問が困難のため、常温保存できるNitrocellulose膜を用いたサンプルキットを作成、５種類のブ
ドウウイルスを100％の確率で検知できることを実証。八道府県の圃場から合計１３２のサンプルを2018年から
2021年に取得、比較的実害のリスクの高いGLRaV2, GLRaV3, GRBVの調査を行い48.5％のサンプルがウイルスを保
持していることを発見した。そのうち3％がGLRaV2で、GBRVは発見されなかった。この結果を元に日本ブドウ栽
培協会とウイルスフリー苗輸入と保持のための連携を開始した。

研究成果の概要（英文）：We developed a NitroPure Nitrocellulose (NPN) membrane-based method for 
sampling and storing grapevine sap for grapevine virus detection. We devised an efficient nucleic 
acid extraction method for the NPN membrane, resulting in 100% amplification success for grapevine 
leafroll-associated virus 2 (GLRaV2) and 3 (GLRaV3), grapevine rupestris stem pitting-associated 
virus (GRSPaV), grapevine virus A, grapevine virus B, and grapevine red blotch virus (GRBV). This 
method also allowed the storage of recoverable nucleic acid for 18 months at room temperature. We 
created a sampling kit to survey GLRaV2, GLRaV3, and GRBV in Japanese vineyards. We tested the kits 
in the field in 2018 and then conducted mail-in surveys in 2020-2021. The results showed a 
substantial prevalence of GLRaV3, with 48.5% of 132 sampled vines being positive. On the other hand,
 only 3% of samples tested positive for GLRaV2 and none for GRBV.

研究分野：植物病理
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究により日本におけるブドウウイルスが蔓延している状況が明らかになった、世界の地域での結果が15％か
ら25％であることを鑑みると50％近い検知率は非常に高いと言える。この結果を受け、2020年より日本ブドウ栽
培協会との連携を行い、日本にウイルスフリーの苗を輸入、そしてその保全を行うための活動を開始している。
これにより将来的にブドウ苗、そしてワインの品質向上が見込まれる。
研究題材としては常温保存が可能な特殊な膜を使ったブドウウイルス用のサンプルキットの作成とその実用性が
証明できたことも大きい。このキットを用い、冷蔵機材を持ち込めないような場所でも確実にサンプルの採取が
できることが証明された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
日本ワインの設立など、ワイン業界の活動は活発になっていたが、散発的なレポートはあったも
のの、日本の圃場や苗木業者におけるブドウウイルスの現状が不透明であった。 
 
 
２．研究の目的 
 
実際の圃場と苗木業者間でのブドウウイルスの罹患状況の検証とそれに基づく対策のため、民
間との連携を深める。 
 
 
３．研究の方法 
 
コロナ禍で現地訪問が困難のため、常温保存できる Nitrocellulose 膜を用いたサンプルキット
を作成、様々なプロトコルを精査し、最終的には５種類のブドウウイルス（leafroll-associated 
virus 2 (GLRaV2) and 3 (GLRaV3), grapevine rupestris stem pitting-associated virus 
(GRSPaV), grapevine virus A, grapevine virus B, and grapevine red blotch virus (GRBV)）
を 100％の確率で検知できることを実証。 

 
この結果を元に実際にキットと生産者に向けたプロトコルを作成、使用方法を書類、そしてビデ
オを用いた形で作成した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
４．研究成果 
 
八道府県の圃場から合計１３２のサンプルを 2018 年から 2021 年に取得、比較的実害のリスク
の高い GLRaV2, GLRaV3, GRBV の調査を行い 48.5％のサンプルがウイルスを保持していることを
発見した。そのうち 3％が GLRaV2 で、GBRV は発見されなかった。 
 

 



GLRaV3 については遺伝子系統樹の解析も行い、三種の異なるグループが発見された、この結果
はこのウイルスが日本に何度かに分けて、もしくは異なる地域から持ち込まれたということを
示唆する。 

 
 
この結果を元に日本ブドウ栽培協会とウイルスフリー苗輸入と保持のための連携を開始した。
日本ブドウ栽培協会主催でブドウウイルスに関係したウェビナーを生産者、ワイナリー、苗木業
者を対象に 2022 年と 2024 年に行い、加えて 2023 年にはセミナーを山梨と北海道で開催、加え
て輸入した苗を育てる母樹園の栽培プロトコル作成に協力。苗木業者とも連携をとり、2024 年
には協会、苗木業者、そして研究代表者（荷田）で苗木の管理のプロトコル作成のための会議を
二度行った。 
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オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

日本のワインブドウ生産者の皆様へ（荷田ラボのサイト） 
http://grapepathology.org/japan 
日本のワインぶどう生産者の皆様へ 
http://grapepathology.org/japan 
ぶどうウイルスサンプルキットの使い方：2020 
https://www.youtube.com/watch?v=Yyes0YPY-Fs
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